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献 呈 の 辞
この たび,わ が敬愛 す る醍醐作三 先生 が古稀 を迎 え られ,昭 和62
年3月 をもって,専 任教授 を退 かれ る こ ととな りま した。古稀 をお
祝 いす る記 念号 の発 刊にあ た り,こ こに献呈 の辞 を したため ます こ
とは,ま ことに光栄 と存 ず る ものであ ります。 しか しまた,専 任教
授 ご退 任 を思 い ます とき,寂 しさの窮 み で もござい ます。
醍醐作三先生 は,わ が師故佐 々末吉郎先生門下 の大 先輩 であ りま
して,佐 々木先生 が 日本 におけ る私 学最初 の 「経営 学部」 を創設 さ
れ,初 代学部長 とな られ るに際 して,商 学部教授 か ら経営 学部教授
へ と転進 され,佐 々木先生 の片腕 と して明治大学経営 学部 の基礎 を
きつ く重要 な役割 を果 され ました。
先生 は,明 治 中学 を経 て,明 治 大学商学部 を昭和14年 卒業 と同
時 に明治大学 に奉職 され,以 来今 日に い た る まで50年以 上・一貫 し
て 「明治大学」 と共 に生 きて こられ た生粋 の 「明治大 学人」 であ り
ます。 半世紀 にわた るこの長期 の間 には,経 営学部長,大 学院長,
評 議員会副議長 な どの要 職 を歴任 され,明 治大学 の発 展,教 育 ・研
究 の推 進 に多大 の貢献 を されて こられ ました。
また,研 究の面,学 界 での御活 躍は,佐 々木門下 の後輩 であ る藤
芳誠一 教授 の 「醍醐先生 の古稀 を祝 う会」 でのお言葉 に もあ った よ
うに,醍 醐 先生 は,独 自の論理 構造 を もって労務管理 の本質 を究明
され,経 営学界 に多大 の貢献 と同学 に多 くの影響 を与 え られ,経 営
学方法論 の大家 と して,ま た,日 本経営学会,日 本労務 学会等 の重
鎮 と して活躍 されて来 られ ま した。今後 もこれ まで どお り後進 のた
め,な お先導 のお役 を担 ろてい ただけ ます よう御願い 申上 げ ます。
先生 の教育 ・研究 に関す る積年 の ご尽 力 に対 し,改 め て心か ら厚
くお礼 申上 げ る とともに,多 年 の ご功績 に対 し心 より敬意 を表す る
ものであ ります。 あわせて,議 しんで先生 の ご健勝 をお祈 りい た し
ます。
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